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2019 年 5 月 20 日

【
う
ら
へ
続
く
】

「沖縄の負担軽減」どころか飛行が激化

平
和
首
長
会
議
に
社
会
貢
献
賞

　
授
賞
式
に
広
島
・
長
崎
両
市
長
が
出
席

　

先
進
的
な
取
り
組
み
で

社
会
に
貢
献
し
た
人
物
や

団
体
を
表
彰
す
る
米

「
デ
ィ
ス
ラ
プ
タ
ー
・
ア

ウ
ォ
ー
ド
」
の
授
賞
式
が

３
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
か
れ
、
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
る
自
治
体
が
集
ま
っ

た
国
際
機
構
「
平
和
首
長

会
議
」
な
ど
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

１
９
８
２
年
に
設
立
さ

れ
た
同
会
議
は
広
島
、
長

崎
両
市
と
、
両
市
の
呼
び

か
け
に
賛
同
す
る
自
治
体

で
構
成
。
１
６
３
ヵ
国

７
７
４
４
の
加
盟
都
市
が

連
携
し
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
に
は
広
島
市
の

松
井
一
実
、
長
崎
市
の
田

上
富
久
両
市
長
が
出
席
。

松
井
市
長
は
「
受
賞
を
機

に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
目
指
す
考
え
が
市
民
社

会
に
広
が
り
、
各
国
の
政

治
家
の
政
策
転
換
を
促
す

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
力

を
こ
め
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
進
も
う

　
２
０
１
９
国
民
平
和
大
行
進
ス
タ
ー
ト

　

２
０
２
０
年
・
被
爆
75

年
に
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
を
目
指
し
、
２
０

１
９
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
が
６
日
、
被

爆
地
・
広
島
、
長
崎
を
目

指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
発
し
た
の
は
、

東
京
―
広
島
コ
ー
ス
（
東

京
・
夢
の
島
公
園
）、
北
海

道
―
東
京
コ
ー
ス
（
礼
文

島
）、
四
国
コ
ー
ス
（
高

知
・
愛
媛
県
境
）。
東
京
都

江
東
区
に
あ
る
第
五
福
竜

丸
展
示
館
前
で
開
か
れ
た

出
発
集
会
に
は
７
０
０
人

が
参
加
し
、
28
人
の
被
爆

者
が
行
進
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

実
行
委
員
会
運
営
委
員
会

代
表
の
高
草
木
博
さ
ん
は

あ
い
さ
つ
で
、
来
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
国
際
行
動
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

ふ
れ
な
が
ら
、「
世
界
大
会

に
向
け
国
民
平
和
大
行
進

を
通
じ
て
核
兵
器
廃
絶
を

発
信
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

各
地
の
通
し
行
進
者
と
、

わ
か
や
ま
市
民
生
協
の
リ

レ
ー
行
進
者
が
参
加
。
国

際
青
年
リ
レ
ー
行
進
者
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ａ
Ｇ
・
サ

ニ
ョ
さ
ん
が
決
意
を
語
り

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の

吉
良
よ
し
子
参
院
議
員
も

参
加
し
、
行
進
者
を
激
励

し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
２
０
１
８
年

度
連
結
決
算
発
表
（
10

日
）。営
業
収
益
11
兆
８
７

９
８
億
円
（
対
前
年
＋

９
７
７
億
円
）、営
業
利
益

１
兆
６
９
３
８
億
円
（
対

前
年 

＋
５
２
７
億
円
）。

「
収
益
、利
益
と
も
に
２
期

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
、
増
収
、
増
益
だ
」「
株

主
へ
の
配
当
は
年
間
１
株

当
た
り
１
９
０
円
と
10
円

増
」「
社
員
に
も
還
元
す
べ

き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

維
新
の
丸
山
議
員
が
北

方
領
土
問
題
で
「
戦
争
を

し
な
い
と
…
」
と
暴
言
。

「
驚
い
た
。こ
ん
な
発
言
を

す
る
議
員
が
い
る
と
は
」

「
北
方
領
土
の
返
還
は
外

交
で
解
決
す
る
以
外
に
道

は
な
い
」「
国
会
議
員
の
資

格
は
な
い
。
即
刻
や
め
る

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ユ
ネ
ス
コ
機
関
が

「
百も

ず
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」

を
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
を
勧
告
（
14
日
）。「
堺

市
の
大
山
古
墳
は
日
本
最

大
の
前
方
後
円
墳
だ
」「
登

録
さ
れ
れ
ば
国
内
の
世
界

遺
産
は
文
化
19
、
自
然
４

の
計
23
に
な
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

前
号
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
が
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

5 月 25 日（土）14:00 ～ 15:30
国 会 周 辺

主催：基地の県内移設に反対する県民会議

　　　「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員会

　　　戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会

止めよう  辺野古新基地建設・９条改憲・
安倍政権の暴走を！ 5･25 国会包囲行動

消費税　いま上げるべきではない 5･24 中央集会
5 月 24 日（金）13 時～

日比谷野外音楽堂
主催：10 月消費税 10％ストップ！ネットワーク

               消費税 10％・複数税率に反対する税理士の会

「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
長
期
戦
略
政
府
案

原
発
推
進
・
石
炭
火
力
温
存
で

世
界
の
流
れ
に
逆
行

　

安
倍
政
府
は
、
国
連
に

提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

に
つ
い
て
の
長
期
戦
略
案

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

が
多
い
た
め
、
世
界
各
国

が
廃
止
を
め
ざ
し
て
い
る

の
が
石
炭
火
力
で
す
。
こ

の
石
炭
火
力
に
つ
い
て
政

府
案
は
「
依
存
度
を
可
能

な
限
り
引
き
下
げ
る
」
と

い
う
だ
け
で
、
廃
止
の
文

言
は
な
く
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二

酸
化
炭
素
回
収
・
貯
蔵
）

開
発
を
口
実
に
温
存
・
延

命
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
原
発
に
つ
い
て
原

子
力
の
安
定
的
な
利
用
を

打
ち
出
し
、
失
敗
し
た
高

速
炉
や
小
型
炉
、
高
温
ガ

ス
炉
な
ど
を
列
挙
し
て

「
原
子
力
関
連
技
術
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
」

と
の
べ
て
い
ま
す
。
ま
る

で
８
年
前
の
福
島
第
１
原

発
事
故
を
忘
れ
去
っ
た
態

度
で
す
。
世
界
の
「
脱
炭

素
化
」
の
流
れ
か
ら
立
ち

遅
れ
た
う
え
、「
原
発
ゼ

ロ
」
を
願
う
国
民
世
論
に

も
逆
行
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
と
石
炭
火
力
へ
の

固
執
か
ら
脱
却
し
な
け
れ

ば
真
剣
な
温
暖
化
対
策
へ

の
道
は
開
け
ま
せ
ん
。

　

政
府
提
出
の
女
性
活
躍

推
進
法
案
は
、
企
業
に
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
を
義
務

付
け
た
も
の
の
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
禁
止
規
定
は
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
の
倉
林
明

子
議
員
は
、
世
界
で
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
が
大
き

な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
す

べ
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

女性活躍推進法等改定案

「人権侵害であるハラスメントを禁
  止する法改正を強く求める」

　　日本共産党・倉林議員

つ
い
て
明
確
に
法
律
で
禁

止
す
べ
き
だ
」と
主
張
。損

害
賠
償
請
求
に
よ
る
司
法

的
解
決
で
は
、
加
害
者
の

謝
罪
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
被
害
者
が
求
め
る
被

害
回
復
が
は
か
ら
れ
ず
、

裁
判
に
よ
る
二
次
被
害
も

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
被
害
者
の
求
め
る

被
害
の
認
定
や
事
後
の
適

切
な
救
済
命
令
が
行
え
る

政
府
か
ら
独
立
し
た
行
政

委
員
会
の
設
置
を
求
め
ま

し
た
。

話
題
に
。「
日
本
は
批
准
し

て
な
い
も
の
が
多
い
ん
だ

ね
」「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
６
月
に
採

択
予
定
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

録
を
０
秒
06
更
新
し
て
の

優
勝
だ
」「
東
京
五
輪
参
加

の
標
準
記
録
、
10
秒
05
を

突
破
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
選

手
が
今
季
１
号
を
放
っ
た

（
13
日
）。「
飛
距
離
１
３
１

ｍ
は
す
ご
い
」「
右
肘
手
術

か
ら
復
帰
後
６
試
合
目

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
動
車
の
事
故
が
頻
発
。

「
ま
た
保
育
園
児
の
遊
ん

で
い
る
公
園
に
車
が
突
っ

込
ん
だ
」「
園
児
の
散
歩

で
、
保
育
士
さ
ん
が
い
つ

も
以
上
に
気
を
つ
か
っ
て

国立病院の非常勤職員
「３年で無期転換」実現
　　　全医労

　

全
日
本
国
立
医
療
労
働

組
合
（
全
医
労
）
は
こ
の

４
月
、国
立
病
院
（
機
構
）

で
働
く
非
常
勤
職
員

（
１
万
２
０
０
０
人
以
上
）

が
無
期
転
換
に
要
す
る
期

間
に
つ
い
て
、
労
働
契
約

法
の
５
年
を
前
倒
し
で
３

年
と
す
る
こ
と
を
実
現
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
３

～
５
年
ご
と
に
雇
い
止

め
・
公
募
採
用
に
な
る
制

度
か
ら
、
雇
用
安
定
へ
大

き
く
前
進
す
る
成
果
で
あ

り
、非
常
勤
職
員
か
ら「
安

心
し
て
働
け
る
」
と
喜
び

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す

　

全
医
労
は
、
安
心
・
安

全
の
医
療
と
人
員
不
足
に

対
応
す
る
必
要
性
な
ど
、

当
局
側
と
の
一
致
点
を
追

求
。
ス
ト
ラ
イ
キ
権
投
票

で
過
去
最
高
の
賛
成
97
・

２
％
を
達
成
し
て
臨
ん
だ

昨
年
11
月
の
団
体
交
渉
で
、

更
新
上
限
を
撤
廃
し
、
５

年
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
前

倒
し
実
施
す
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

い
る
よ
う
に
見
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
14
日
、
奄
美
地
方
、
16

日
、
沖
縄
地
方
が
梅
雨
入

り
し
た
」「
関
東
は
過
ご
し

や
す
い
季
節
だ
」「
神
代
植

物
公
園
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ

は
沢
山
の
人
で
混
み
合
っ

て
い
た
」「
西
武
ド
ー
ム
の

バ
ラ
祭
り
が
今
年
か
ら
無

く
な
っ
た
」

禁
止
条
約
に
、
日
本
は
こ

の
ま
ま
で
は
批
准
で
き
な

い
と
い
う
」「
日
本
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
後
進
国
だ
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
法
を

作
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ニ
ブ
ラ
ウ
ン
選
手
が

９
秒
99
を
記
録
。「
自
己
記


